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麦現地互評会を開催 
生育状況に応じた適切な管理で収量・品質向上を 

 

 令和８年 1月 28日、遠賀営農経済センターにて、麦の講習会及び現地

互評会が開催され、部会員１８名が参加しました。 

講習会では、普及指導センターから栽培管理について説明しました。

今作は、麦播種後、気温が高めに推移し、生育が進んでいる状況を踏ま

え、麦踏み・追肥・土入れの適切な作業時期や、収量に大きな影響を与

える雑草防除の対策について説明を行いました。 

特に雑草防除においては、近年、問題となっているカラスムギ（エンバ

ク）の防除方法について、具体的な薬剤や散布時期、注意点などを詳しく

説明し、参加者は熱心に耳を傾けていました。 

講習会後には、現地ほ場巡回が行われ、参加者は麦の生育状況を確

認しながら、「麦踏み」、「除草剤散布」の時期についてや、活発な意見交

換が行われました。 

今後も、普及指導センターでは、収量・品質向上につながる支援を継

続して行い、麦の安定生産を目指していきます。 
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